






The short history of the first theater curtain of Koriyama Women’s University
− from metal beaded bag to aluminum theater curtain −
When Dr. Fusa Sekiguchi with her fellows learned how to weave the metal beaded bag from 
the widow of the novelist Mishima, she was inspired to use the same manner to make the first 
theater curtain of the memorial hall for her school’s forty years anniversary, in 1985.
Yoko Mishima acquired the technique from Yoshiko Kurahashi who revived the French 
metal beaded bag in 1979.
Then the first theater curtain of Memorial Hall of Koriyama Women’s University is the 



































































































































































































　更に小林啓子様から写真集『Perles metalliques de Yoshiko Kurahashi 倉橋佳子メタルビー
ズ　金属と糸が織りなす先生なる宇宙』を御恵贈頂いた。まさに、学園の先生方がお手本にし
たと思われる、同形のメタルビーズバッグが並んだ夢の様な一冊である。両書を基に、倉橋佳
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子氏の活躍を辿ってみる。
　紳士服の仕事をしている夫に連れられて1971年からパリの16区に住んでいた頃、倉橋佳子
氏はセーヌ左岸のアンティーク店で、華奢なメタルビーズバッグと運命的な出逢いをした。メ
タルビーズバッグは1900年初頭のアール・ヌーヴォー様式から両大戦間のアール・デコ様式
にかけて、流麗な煌めきを見せて流行したが、その技術は第二次世界大戦で途絶えてしまった、
と知る。
　アール・ヌーヴォー様式はアルフォンス・ミュシャやエミール･ガレに代表される曲線を多
用した優雅な様式で、生活美術への目を広げたジャポニスムの影響も見られ、日本人には親し
み易い。それに対しアール・デコは1925年様式とも呼ばれ、水平線、直線、幾何学模様を特
徴とする知的な様式である。フランク・ロイド・ライトの建築の意匠や、ルネ・ラリックのガ
ラス工芸がその代表である。鉄筋コンクリート、ガラス、クリスタル、プラスチック、そして
軽金属と、次々に開発される素材で近未来的な美感を追求していたアール・デコの時代に、極
小のメタルビーズを織って作られたバッグは貴婦人の必需品であった。第二次世界大戦後メタ
ルビーズバッグは作り手の職人を失い、1970年代にはアンティーク・ショップに飾られる存
在となっていた。
　倉橋佳子氏はその貴重なバッグに魅せられて、ひとつふたつと買い増し、1975年に帰国し
たときには、数十個にもなっていたという。その後ほつれたビーズの修復を試みるうちに、自
分で製作することに思い至った。１ミリメートルにも満たないアルミ製ビーズの開発、その色
づけの多様化に努めて奔走する記録には息を飲む。独特の織機を開発し、最適な糸と針を世界
中で探求した。夫君をはじめ、多くの協力を得たとはいえ、全くひとりの女性の発案でメタル
ビーズバッグの復刻に邁進したのである。そして1979年、フランスでは途絶えてしまった
アール・デコの美学を纏った復刻版メタルビーズバッグを日本で誕生させたのである。
　この偉業をまず、女性誌『ミセス』1979年12月号が「アンティークバッグを織る」という
特集を組んで紹介した。その後、『家庭画報』1980年11月号、『婦人画報』『ヴァンサンカン』
『ＮＨＫ婦人百科』と続く。1981年からは大阪リーガロイヤルホテルの文化教室の講座の一つ
となり、同年11月、銀座・和光の和光ホールで第一回展が開催された。1982年５月には銀座
松屋百貨店で、350名もの生徒作品展が開催された。三島瑶子氏の作品も含まれていたはずで
ある。こうして1980年代、お洒落な女性の手作りとしてメタルビーズバッグは広まった。富
左先生がメタルビーズや三島瑶子氏に出逢ったのもこの頃であった。倉橋佳子氏のお名前もお
聞きした覚えがあるし、三島先生と富左先生が和光のサロンでテーブルに置いた物を挟んで御
相談されている所に同席したこともある、と木幡幸子氏が語ってくれた。
　21世紀に入ってもメタルビーズバッグ織りは息長く継承されている。高円宮典子女王が、天
皇・皇后両陛下への結婚の御挨拶のあと、皇居玄関から出発されるときに「メタルビーズ」を
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お持ちで話題になったのは2014年10月のことである。近年の銀座・和光での展示は、2010年
４月15日から４月24日まで「倉橋佳子　メタルビーズの世界展−輝きつづける美−」、2016年
１月27日から２月２日まで「倉橋佳子・潤子　伝承されるメタルビーズの世界」が開催された。
メタルビーズのバッグ製作は、佳子氏の御長男の奥様を中心に、確実に継承されているのであ
る。
　現在も倉橋佳子氏のメタルビーズバッグは銀座和光の２階で、展示販売されている。筆者が
訪ねた2016年12月初めには、ガラスケースの中につり下げられた楽器をモチーフにした二点
が神々しく迎えてくれた。ためつすがめつガラスに顔をくっつけて眺め入る筆者に、店員が
ショーケースの下から箱を三つ出してくれた。島田、木幡両氏がお持ちの物と同じスエード貼
りの箱で、蓋の内側にアール・デコのロゴが見える。薄紙を広げて出て来たのは、写真でよく
拝見していた可憐な「薔薇」であった。もうひとつはスクエアー型の持ち手のついた横長のも
の、もうひとつは、茶系統の幾何学紋様を象牙一文字の開口部が引き締め、長いチェーンがつ
いたポシェットだった。手に持ってみるとずっしりとした重みが伝わり、底の房が瀧のように
流れ落ちる。
　「ハンカチくらいしか入れられないかしら」と思わずつぶやいた。それを受けた店員が「倉
橋先生は結構いろいろお入れでしたよ。薄くても織って作られていますから、膨らみます。先
生も結構丈夫だから、普段に使って欲しいとおっしゃっていました」と教えてくれた。それな
りに高価だが、母から娘、娘から孫へと伝えていけば、そんなに贅沢ではないとも言われた。
丁寧な指導のもと時間をかけて自作してみるか、和光で購入するか、それは思案のしどころで
あるし、思案もまた楽しい。
４．関口富左（1913（大正２）年～ 2013（平成25）年）と美術
　関口富左先生は被服を中心とする家政学の教師として、衣食住に深く関心を寄せていた。
1966（昭和41）年に来日したドイツの哲学者オットー・フリードリッヒ・ボルノー博士を郡山
女子大学の教養講座に招き、講演で語られた「庇護性」という思想に感銘を受けて以来、人間
における「住むこと」の重要性を確認し、それを家政学のよりどころとした。その後、博士と
の交流を重ね、哲学的な思考を深め、やがて「人間守護の家政学」の樹立に至った。1979（昭
和54）年には、学長の激務の合間に十年がかりでまとめた論文「女子教育における裁縫の教育
史的研究」で、慶応義塾大学から教育学博士の学位を取得した。その間には、「手
て
技
わざ
」の解明
とその教育的意義について−和服裁縫を例として−」を『郡山女子大学創立三十周年記念論文
集』に寄せた。
　大正ロマンから戦後の高度経済成長期を生き抜いた関口富左先生は、美しいものを求める繊
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細な感性と、良いものを取り入れる積極性を併せ持っておられた。特に、創立四十周年に至る
1980年代は学園も軌道に乗り、六十代後半の富左先生は極めて溌
はつ
剌
らつ
としていた。女子の高等
教育ばかりでなく、文化行政でも学識経験者としての着実な発言力を期待されていた。各種の
委員会に招かれ、多くの問題と向き合う中で、最新の知識と情報を吸収していったのであろう。
富左先生が美術文化への関心を深めたと思われる委員会に限っても、次の様な活動を跡づける
ことができる。
１．福島県文化を考える県民会議副議長：1977年（昭和52）５月～ 1978年（昭和53）３月
２．福島県建築文化賞　審査委員：1982（昭和57）年12月～ 1993年（平成５）２月
３．日本私立短期大学協会　美術教育研究委員会委員長：1984年（昭和59）６月～ 2000（平成
12）年３月
４．福島県国際化を考える県民懇談会会長：1985（昭和60）年７月
５．郡山市美術品収集評価選定委員会委員：1988（昭和63）年６月27日～ 2003（平成15）年６
月30日
　こうした経歴から見るに、丹下健三に基本設計を依頼した建学記念講堂が、人を包み込む安
定感のある建築であること、そこに設置する緞帳を学園関係者の手技の結集としたことは、富
左先生の哲学の明確な表現であり、高らかな主張であったと思われるのである。
おわりに
　アクセサリー関係の美術館を訪ね歩き、資料をめくっていると、20世紀前半、クリスタルや
プラスチック、アルミ等の軽金属等の新しい素材で、いわゆるアール・デコの美学に則って、
身の回りの装飾品を果敢に製作したことがわかる。しかし第二次世界大戦でそうした美学も技
術も多くが途絶えてしまったものが多い。1980年代の日本は、後にバブルと呼ばれるほどの
好景気で、身の回りを美しく整えることに関心が向いた。特に、自由を獲得しつつあった意識
の高い日本女性は、美的な好奇心も強かった。百貨店でアール・ヌーヴォーやアール・デコの
美術展が開かれて、多くの女性客を魅了したのもこの頃である。そうした熱い情熱が、第一緞
帳のアルミ素材ひとつひとつが奏でる煌めきに結集しているかの如くである。
　第一緞帳は1980年代の日本女性の手技と「第二アール・デコ」とも呼べる美学の象徴なの
である。
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